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KKE253 

「飲食店や職場の禁煙化で非喫煙者の血圧が約1mmHg低下した：米国2,600人15

年間の追跡調査」 

Mayne SL等、J Am Heart Assoc. 2018 Dec 4;7(23):e009829. PMID: 30571595 

https://www.ahajournals.org/doi/full/10.1161/JAHA.118.009829?url_ver=Z39.88-

2003&rfr_id=ori:rid:crossref.org&rfr_dat=cr_pub%3dpubmed 

 

→禁煙法の施行により短期間に心筋梗塞などの心血管疾患の入院が減ることが示されている。 

→高血圧が冠動脈疾患のリスクを増やし、受動喫煙が高血圧と関連すると報告されていることから、禁煙法の

効果は血圧の変化に起因している可能性がある。 

→今回、飲食店や職場の禁煙政策と、非喫煙成人の血圧変化との関係を、大規模多地域コホートから検証し

た。 

→若年成人の冠動脈リスクを調べたCARDIA研究は、米国4州4都市で1985年に開始された観察研究である。 

→18-30歳の黒人と白人5,115人を30年間追跡しており、今回は禁煙政策の開始時期を考慮し、10年目から25年

目（1995-2011年）のデーターを解析した。 

→受動喫煙の影響を見るため、過去3か月に週5本以上喫煙している者は除いた。 

→各地の禁煙政策の詳細は、米国非喫煙者権利基金の地域条例データベースから抽出し、対象者の国勢統計区

と適合させた。 

→血圧はコホートの診察時に技師が上腕動脈で計測し、5分間の安静座位後、1分ごとに3回計測し2回目と3回目

の血圧を平均した。 

→降圧剤内服者の場合は、収縮期血圧に10mmHg、拡張期血圧に5mmHgを加えた。 

→感度分析ではもとの数値を用い、降圧剤内服の有無で補正した。 

→高血圧は収縮期血圧130mmHg以上、拡張期血圧80mmHg以上、もしくは降圧剤内服中とした。 

→共変量として年齢、性別、人種、学歴、婚姻、飲酒、年収、うつ症状、身体活動度、BMI、糖尿病、食事の質

（DASH食スコア、ファストフード利用など）、職場の禁煙状況（完全禁煙か否か）、受動喫煙の程度（時間/

週、自己申告）、タバコ州税、地域の貧困の程度、居住州、を用いた。 

→禁煙政策と血圧の関連は、集団の変化を混合効果モデルで、個々人の変化を固定効果モデルで解析した。 

→前者では、居住地の禁煙政策の有無により、血圧の平均値や高血圧の予測確率に差があるか、95%CIとともに
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 計算した。 

→後者では、受動喫煙曝露の変化と禁煙政策、血圧変化との関連、受動喫煙曝露の程度で補正した禁煙政策と

血圧変化の関連を解析した。 

→CARDIA研究の中の2,606人が解析された。 

→全体の解析では、収縮期血圧は109.7から121.0mmHgに、拡張期血圧は72.5から75.2mmHgに上昇し、高血圧患

者は22.6%から44.4%に増加した。 

→1995年当初は、対象者の1.5%の居住地がレストラン禁煙、0.8%がバー禁煙、7.3%が職場禁煙であった。 

→2011年にはそれぞれ、レストラン88%、バー75%、職場73%、が禁煙になっていた。 

→集団の解析では、レストラン禁煙地域の居住者はそうでない者より収縮期血圧の平均値が低く、その差は時

間とともに拡大し、15年後にはその差は-1.14mmHg（95%CI, -2.15, -0.12）有意に拡大した。 

→バー禁煙（-1.52mmHg, 02.48, -0.75）、職場禁煙（-1.41mmHg, -2.32, -0.50）も同様であった。 

→収縮期血圧の上昇速度は、禁煙政策のある地域居住者でより緩徐であり、中でも職場の禁煙政策があると無

い場合に比べて5年で-0.82mmHg有意に緩徐であった（相互関係のP=0.002）。 

→感度分析の結果も同様であった。 

→拡張期血圧や高血圧罹患率への影響は一定しなかった。 

→個々人の変化の解析では、レストラン禁煙の地域に住んでいる時期はそうでない時期に比べて、収縮期血圧

が-0.85mmHg （95%CI, -1.61, -0.09）低かった。 

→バー禁煙地域の居住時は-1.08mmHg（-1.82, -0.34）とさらに低下しており、職場禁煙地域の居住時は-

0.60mmHg（-1.33, 0.14）と有意でなかった。 

→拡張期血圧はレストラン禁煙地域の居住で有意に低下したが、バー禁煙や職場禁煙では有意でなく、平均値

は高まった。 

→感度分析の結果も同様であった。 

→高血圧罹患率は禁煙地域の居住で低下する傾向にあったが、信頼区間は広く有意でなかった。 

→レストランとバーの禁煙政策は、広い室内での個々人の受動喫煙曝露時間減少と関連したが、家での受動喫

煙の変化とは関連しなかった。 

→個々人の受動喫煙曝露時間の変化と血圧の変化に関連は見られず、受動喫煙曝露の程度で補正した禁煙政策

と血圧変化の関連は不変であった。 

→感度分析で不測の共変量の影響を検討したが、その程度は大きくないと考えられた。 

→禁煙政策による受動喫煙減少は、1mmHg程度の血圧低下と関連する。 

 

＜選者コメント＞ 

 昨年12月に引き続き、受動喫煙と血圧に関する報告です。 

 米国における大規模（2,600人）多地域（4州）長期（15年）の観察研究から、禁煙政策による受動喫煙減少

と関連した収縮期血圧の改善が定量的に示されました。20-40代の（ほぼ）非喫煙者を調べると、レストランや

バー、職場が禁煙の地域の住民は、そうでない住民に比べて、15年間での収縮期血圧の上昇が平均して1-

1.5mmHgほど少なくなっていました。また個々人の追跡では、レストランやバーが禁煙の地域に住んでいるとき

のほうが、そうでないときに比べて、1mmHgほど収縮期血圧が低くなっていました。 

 自己申告をもとにした受動喫煙曝露時間では血圧変化との関係は示されませんでしたが、受動喫煙の影響に

よるわずか1mmHgの変化を、初めて描出した貴重な報告と思われます。 

 研究規模に加え、血圧測定方法が精密であること、転居者も追跡していること、降圧剤内服者の血圧を感度

分析でも評価していることなどエビデンスレベルは高く、住民全体の血圧が1mmHg低下することのインパクトも
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大きく、公衆衛生上も重要な報告と考えられます。 
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 Napierala M等、Environ Res. 2018 Dec 12;170:110-121. (Epub ahead) PMID: 30579160 
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 Fukui M等、Ann Thorac Surg. 2019 Jan 2. (Epub ahead) PMID: 30610851 
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